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オートミール粥の摂取が境界域および軽度高コレステロール血症の日本人男性の血清コレステロール値に及ぼす影響：有効性と安全性の検討
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	　オートミール摂取の血清コレステロール値への影響と長期摂取時の安全性を調べることを目的に，境界域または軽度高コレステロール血症の日本人成人男性36名（平均年齢40歳）を対象に，二重盲検法による比較試験を行った。被験者を無作為に2群に割り付け，オートミール群の被験者にはオートミール45g（β-グルガン1.6g）を含むオートミール粥を，対照群の被験者にはオートミールの代わりに白米とセルロースを含む対照粥をそれぞれ1日1回ずつ12週間摂取させた。その結果，対照群の血清総コレステロール（TC）値は，摂取前に比べて増加する傾向にあった（p＝0.053）。一方，摂取期間中のオートミール群の血清TCレベルは変化しなかったが，対照群に比較し有意に低い値を示した（p＜0.05）。生理学的検査，生化学検査，自覚症状の調査の結果から，お腹がゆるくなる以外にオートミールの摂取による異常は認められなかった。以上，β-グルカンを含むオートミールは，血清TCレベルを調節し，安全な食品であると考えられた。
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